
  　

 

卒業設計のタイトルと概要
 

研究旅行のテーマと訪問予定の国（都市）

０１１  　

 
第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

「Surviving Villages within the City」
中国の深圳市に現存する「城中村」と呼ばれる超高密度集合住宅群を持続的に発展させる再開発計画。環境や経済的
不合理性を理由に政府により大規模高層タワーに置き換えられ、現代的な街並みに統一されつつある開発手法に対し
て、本提案では都市の中に存在していた村の自然な成長過程を重んじて、村民の個人的合理性や活動を許容する段階
的な変更を重ねていく。中国独自の土地制度から生まれたエネルギーに満ちた空間を、その土地独特の街並みとして
残したい。

「スラムの街並み - スラム政策と低所得者向け住宅にみるスラム街の実態とゆくえ - 」
中国（香港/深圳）、タイ（バンコク）、インドネシア（ジャカルタ）、インド（ムンバイ）
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呼吸する箱
〜駅空間における新たな公共空間のケーススタディ　新宿駅を対象として〜
駅と公共性
今後の集約化・高密度化の時代において、都市の駅はより重要な生活の拠点とな
る。しかし、近年の駅再開発では、超高層ビルの建設が主である。超高層ビルの垂直
な壁は足元の人々と冷たく対峙する。これに対し、新宿を例に、都市の駅における、
人を包み込む新たな公共空間のケーススタディを行う。駅上空を利用することで、容
積を補い高さを抑える。また、東西ヴォリュームの軸のずれによって生じるヴォイド
を、東京の都市が欧米に比べて、公園や広場が少ないことから、人々の憩い休まる
広場とする。

「駅舎と駅前広場の関係性について」　卒業設計では、駅上空空間に新たな公共空
間を創出することに一定の成果を残すことができた反面、駅前空間や駅周辺の街路
形態との関係性に関しては、検討が少なかったという反省点を残した。そこで、日本
では関係性の薄い駅舎と駅前空間の関係性について調査したいと考えた。
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第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

「ひとかくれの森にて」と題して、郊外の貯水池跡に、「逃げ場」という一種の公共空間を作ることを試みた。郊外の街は、
あらかじめ決められた機能を割り当てられたハコで構成されていて、息苦しいと感じた。建築生産において部材の変形
に対処するための余裕・遊びを「逃げ」と呼ぶが、都市空間においても「逃げ」が必要なのではないかと考え、卒論卒制を
通して「逃げ場」を追求した。郊外都市の形態的特徴は微地形を平坦に舗装しその上にハコを置くことである。この手法
が余地を奪っていると考え、微地形を残し、「ハコ」を「壁」単位に還元して図面を引いた。結果生じた平坦で都合のよい
場所には公共施設という機能を与えた。残された地形と建築要素とが複雑にぶつかり合う場所は、合理的に作られた空
間とは異なる質を持ち、日常の機能から漏れたものを担保する空間となる。

「人為的に作られた都市における公共空間の創出・存続方法」をソフトとハードの両面から調査したいと考える。街の中
に公共の憩いの場を意識的に設け、なおかつそれが現代まで存立している都市として、ギリシャ（サントリーニ島・ミコノ
ス島）、クロアチア（ドゥブロヴニク）、イタリア（ヴェローナ）、スペイン（バルセロナ）を訪れたい。
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『記憶のまち』
人々の『想い』は都市を形作る契機となる。『想い』はやがて記憶となり、時が経るにつれ記憶は薄れ形の『痕跡』が風景
の中に残る。日本橋本石町は強い『想い』の集積した場所となっている。強い『想い』は時として人を拒絶するため、人の
存在は希薄となり空虚な風景を持つ場となる。
都市の風景を再構築し、風景の中に人が介在し新たな風景の記憶を作る。

訪問予定国・都市：アメリカ・ニューヨーク（マンハッタン）
研究テーマ：高層ビル街の中にあるポケットパークの都市的・景観的役割、都市インフラの改修とそれによる周辺の景観・
環境の変化について
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倉庫の黙示
21世紀の後半、私はある建物に出会った。
その建物は、山を背にひっそりと佇み、
ある部分は閉じ、ある部分は使われた痕跡があり、
ある部分は朽ち、ある部分は崩壊していた。
「私はこの建物を残したい。」
そのような想いで設計を行った。

オーストリア・スイスに見る中大規模木造建築が形成する街並み
オーストリア、スイス
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「埋立地を育てる建築　ー海岸線を持つ都市の在り方ー」
海からの恩恵をうけて発展してきた大阪湾の新しい海岸線を考える
大阪湾を取り囲むように造られた埋立地は人と海に距離をもたらした
直線的、直立護岸の人工的な埋立地を崩し、そこに里海という自然的なプログラムを介入させ人と海の関係をもう一度結
び直す建築の提案
何十年後かに、新たな海岸線を作りながらヘドロ溜りの大阪湾からきれいで豊かな海へと成長していくそんな風景を考え
る

2010年、NY近代美術館で行われた展覧会「ニューヨーク市のウォーターフロントへの提案」をきっかけにNYでは、世界各
地で問題となる埋立地の今後の利用、提案、新たなる海岸線の展望が見える。その新しい街、海岸線の造られ方を見
て、自分の卒計と現実との問題点や今後の希望となるものをあらたに見出したい。


